
4 5の4

戦
国
期
の
越
前
斯
波
氏
に

つ
い
て
(
上
)

佐

藤

圭
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は
じ
め
に

斯
波
氏
は
陸
奥
田
斯
波
郡
を
名
字
の
地
と
す
る
足

利
一
門
の
名
族
で
あ
る
。
そ
の
惣
領
家
は
室
町
幕
府

の
政
治
に
重
き
を
な
し
、
越
前
の
守
護
を
南
北
朝
期

か
ら
相
伝
し
、
室
町
期
に
は
尾
張
や
遠
江
の
守
護
も

併
せ
兼
ね
た
。
し
か
し
応
仁
の
乱
に
至
る
混
乱
の
中

で
有
力
庶
家
大
野
氏
の
義
敏
が
惣
領
家
を
つ
い
だ
り
、

ま
た
同
族
の
渋
川
氏
の
義
廉
が
起
用
さ
れ
た
り
し
て

斯
波
氏
の
家
督
は
分
裂
し
、
そ
の
政
治
的
地
位
も
低

下
し
た
。
そ
し
て
朝
倉
氏
の
台
頭
に
よ
り
越
前
を
失

ぃ
、
ま
た
今
川
氏
に
よ
り
遠
江
も
奪
回
さ
れ
て
戦
国

佐
藤

戦
国
期
の
越
前
斯
波
氏
に
つ
い
て
(
上
)

期
の
斯
波
氏
宗
家
は
わ
ず
か
に
尾
張
守
護
家
と
し
て

続
い
て
い
っ
た
。

斯
波
氏
一
族
の
広
が
り
は
、
こ
う
し
た
惣
領
家
を

中
心
と
し
て
、
奥
羽
地
方
に
在
国
し
て
室
町
幕
府
の

奥
羽
支
配
に
力
を
つ
く
し
た
奥
州
探
題
大
崎
氏
や
羽

州
探
題
最
上
氏
、
そ
し
て
本
貫
地
の
斯
波
郡
に
在
国

し
た
い
わ
ゆ
る
奥
州
斯
波
氏
な
ど
に
及
ん
で
お
り
、

彼
ら
は
一
定
の
地
域
的
権
力
と
相
当
の
権
威
を
保
持

し
た
。斯
波
氏
の
分
国
越
前
の
う
ち
の
大
野
郡
は
早
く
か

ら
有
力
庶
家
大
野
氏
の
分
郡
と
し
て
の
所
見
が
あ
り
、

応
仁
・
文
明
の
乱
の
最
中
に
は
一
時
大
野
持
種
・
義

敏
父
子
が
こ
こ
に
在
国
し
た
。
た
だ
大
野
氏
の
他
に

戦
国
期
の
越
前
に
斯
波
氏
の
一
族
が
在
国
し
存
続
し

て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か

に
鞍
谷
氏
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
い
る
料
、
そ
の
出

自
や
実
体
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ

る
。
本
稿
は
こ
れ
ま
で
の
斯
波
氏
研
究
の
中
で
ほ
と

ん
ど
実
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
戦
国
期
越
前

に
在
国
し
た
斯
波
氏
の
一
族
を
新
た
に
「
越
前
斯
波

氏
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
彼
ら
の
実
体
や
動
向
に
つ

い
て
確
実
な
史
料
に
基
づ
い
た
基
礎
的
な
考
察
を
行

な
、
7
。

、主(
1
)
斯
波
氏
に
関
す
る
概
説
は
太
凹
亮
『
姓
氏
家
系
大

辞
典
』
、
一
九
三
四
年
、
『
室
町
幕
府
守
護
職
家
事

典
』
下
巻
遠
藤
巌
寸
斯
波
氏
」
の
項
、
新
人
物
往
来

社
、
一
九
八
八
年
、
『
岩
手
県
の
歴
史
』
菅
野
文
夫

「
室
町
の
秩
序
と
戦
国
の
争
乱
」
の
章
、
山
川
出
版

社
、
一
九
九
九
年
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
総
体
的

な
研
究
と
し
て
小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の

研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
O
年
が
あ
る
。
ま
た

近
年
の
研
究
に
は
小
泉
義
博
「
室
町
期
の
斯
波
氏
に

つ
い
て
」
『
北
陸
史
学
』
第
四
十
二
号
、
一
九
九
三

年
、
河
村
昭
一
寸
管
領
斯
波
義
淳
の
就
任
・
上
表
を

め
ぐ
っ
て
」
『
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
第
十
八

巻
第
二
分
冊
、
一
九
九
八
年
な
ど
が
あ
る
。

(
2
)

河
村
昭
一
寸
南
北
朝
・
室
町
期
越
前
守
護
沿
革
・

支
配
機
構
に
関
す
る
諸
問
題
全
乙
」
『
若
越
郷
土

研
究
』
四
四
の
二
、
一
九
九
九
年
。

(
3
)
松
原
信
之
「
朝
倉
氏
雑
録
」
。
鞍
谷
庄
と
鞍
谷
氏

『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
八
号
、
一
九
七
八
年
。

笠
嶋
怜
史
『
鞍
谷
御
所
考
|
伝
説
に
か
い
ま
み
る

』
一
九
九
八
年
。

一
、
二
人
の
「
斯
波
政
綿
」

越
前
斯
波
氏
の
重
要
人
物
と
し
て
時
期
を
異
に
し

て
あ
ら
わ
れ
る
二
人
の
「
斯
波
政
綿
」
に
注
目
さ
れ

る
。
ま
ず
一
人
目
の
政
綿
に
つ
い
て
は
史
料
に
斯
波

氏
と
あ
ら
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
に
充

分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
初
見
史
料
は
幕
府
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政
所
伊
勢
貞
親
に
仕
え
た
蜂
川
親
元
の
日
記
『
親
元

日
記
』
の
寛
正
六
年
(
一
四
六
五
)
コ
一
月
二
十
八
日

条
で
あ
る
。

斯
波
四
郎
三
郎
殿
政
綿
為
改
年
御
礼
鱒
五
被
進

之
、
仇
御
太
万
糸
・
御
返
事
宛
所
山
崎
右
京
亮
、
申

次
野
主
、

斯
波
政
綿
は
将
軍
足
利
義
政
に
改
年
の
御
礼
と
し

て
鱒
五
(
隻
)
を
進
上
し
、
こ
の
日
義
政
か
ら
返
礼

が
な
さ
れ
た
。
政
綿
に
対
し
て
記
主
が
寸
殿
」
の
字

を
付
け
て
呼
ん
で
い
る
こ
と
、
返
事
が
な
き
れ
、
し

か
も
そ
れ
が
政
綿
の
老
臣
(
執
事
)
と
み
ら
れ
る
山

崎
右
京
亮
宛
の
披
露
状
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
足
利
氏
か
ら
み
た
斯
波
政
綿
の
高
い
地
位

が
う
か
が
え
る
。
そ
の
実
名
「
政
綿
」
の
「
政
」
の

字
も
、
恐
ら
く
足
利
義
政
が
享
徳
二
年
(
一
四
五

一
一
)
六
月
に
本
名
の
義
成
か
ら
義
政
に
改
名
し
て
以

後
に
下
賜
さ
れ
た
一
字
で
あ
ろ
う
。
ま
た
改
年
御
礼

の
贈
答
が
書
札
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
政
綿
が

在
国
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
る
。

こ
の
政
綿
が
越
前
の
在
地
の
文
書
に
あ
ら
わ
れ
る

の
は
そ
の
九
年
後
の
文
明
六
年
(
一
四
七
四
)
の
こ

と
で
あ
る
。
今
南
東
郡
の
大
滝
寺
に
宛
て
た
二
通
の

古
文
書
が
残
っ
て
い
る
。

若
越
郷
土
研
究
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四
十
五
巻
四
号

越
前
国
与
河
郷
之
内
御
神
領
栗
林
事
、
任
往
古

之
旨
令
寄
附
之
処
也
、
何
柳
不
可
有
相
違
之
状

如
件
、
文
明
六
年
五
月
七
日

大
滝
寺

政
綿
(
花
押
)

越
前
国
与
河
郷
之
内
御
神
領
仁
王
講
回
事
、
任

往
古
之
旨
令
寄
附
処
也
、
仇
不
可
相
違
之
状
如

件ヤ、
d
i
 

文
明
六
潤
五
月
廿
五
日
政
綿
(
花
押
)

大
滝
寺

こ
の
二
通
の
文
書
は
斯
波
政
綿
が
今
南
東
郡
の
与

河
郷
内
の
神
領
の
栗
林
と
仁
王
講
田
を
従
来
通
り
に

寄
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
の
時
期
の
寸
大
滝
寺
寺

庫
収
納
回
数
帳
L

に
よ
れ
ば
、
栗
林
は
一
町
と
い
う

広
大
な
も
の
で
、
仁
王
講
回
の
所
当
米
は
計
四
石
で

あ
っ
た
。
ま
た
与
河
郷
は
鞍
谷
川
の
上
流
部
に
あ
た

り
、
江
戸
時
代
の
余
川
村
・
鞍
谷
村
・
槍
尾
谷
村
な

ど
を
含
む
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。
斯
波
政
綿
は
与
河

郷
の
代
官
と
い
っ
た
低
い
地
位
で
は
な
く
む
し
ろ
そ

の
領
主
と
し
て
神
領
の
寄
進
を
行
な
っ
た
と
み
ら

れ
る
が
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
寄
進
状
の
末
尾
が
「
不

可
有
相
違
之
状
如
件
」
と
い
っ
た
安
堵
状
の
文
言
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
行
為
は
単
な

る
個
人
的
な
寄
進
で
は
な
く
よ
り
上
級
の
政
治
的
な

権
力
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

斯
波
政
綿
が
大
滝
寺
に
神
領
を
寄
進
し
た
こ
の
文

明
六
年
と
い
う
年
は
越
前
平
定
を
進
め
る
朝
倉
氏
と

旧
守
護
代
家
の
甲
斐
氏
一
族
と
が
激
し
い
戦
闘
を
繰

り
広
げ
た
年
で
あ
っ
た
。
正
月
十
八
日
に
は
南
仲
条

郡
柏
山
で
大
規
模
な
合
戦
が
な
さ
れ
、
朝
倉
方
は
敵

多
数
を
討
ち
取
り
、
首
六
十
一
を
京
都
に
上
せ
た
。

ま
た
五
月
十
六
日
に
は
吉
田
郡
の
殿
下
・
桶
田
口
で

合
戦
が
な
さ
れ
、
朝
倉
氏
景
は
敵
を
討
ち
取
っ
た
。

そ
し
て
間
五
月
十
五
日
に
は
吉
田
郡
の
阿
保
と
足
羽

南
郡
の
波
着
山
で
決
戦
が
な
さ
れ
、
千
福
中
務
少
輔

や
増
沢
甲
斐
法
華
院
兄
弟
以
下
多
数
の
敵
が
朝
倉
氏

に
よ
っ
て
討
ち
取
ら
れ
た
。
ま
さ
に
こ
う
し
た
合
戦

の
最
中
に
こ
の
よ
う
な
斯
波
政
綿
の
寄
進
・
安
堵
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
こ
の
今
南
東
郡
の
地

に
確
実
で
安
定
し
た
基
盤
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
大
野
郡
で
は
大
野
持

種
・
義
敏
父
子
が
立
て
こ
も
っ
て
朝
倉
氏
に
反
援
し

て
い
た
が
、
政
綿
は
彼
ら
と
は
別
個
の
存
在
で
あ
り
、

か
つ
朝
倉
・
甲
斐
両
氏
の
戦
闘
に
直
接
巻
き
込
ま
れ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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な
い
よ
う
な
身
分
状
況
だ
っ
日
》

次
に
二
人
目
の
政
綿
は
『
上
杉
家
文
書
』
に
二
通

の
書
状
が
あ
り
、
ま
た
彼
の
意
を
奉
じ
て
出
さ
れ
た

文
書
が
八
戸
の
『
音
喜
多
文
書
』
に
あ
り
、
遠
藤
巌

氏
に
よ
っ
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
本
県
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
文
書
は
全
く
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
参
照
さ
れ
て
い
な
い
の
で
長
文
で
あ

る
が
そ
の
本
文
を
引
用
し
て
検
討
す
る
。
ま
ず
前
者

の
一
通
は
次
の
文
書
で
あ
る
。

(
封
紙
ウ
ハ
書
)

「
「
大
永
四
十
舟
到
」
斯
波
新
三
郎

長

尾

信

濃

守

殿

政

綿

進

之

候

」

今
度
者
高
梨
方
為
合
力
、
則
被
達
本
意
候
、
大

慶
察
申
候
、
線
而
使
者
可
差
下
候
之
処
、
越
中

雑
説
に
付
て
、
子
今
延
引
、
非
本
意
候
、
仇
巳

前
者
使
者
上
着
之
棚
、
無
其
煩
御
懇
之
儀
、
祝

着
無
他
候
、
随
依
鷹
所
望
、
時
枝
源
次
郎
差
下

候
、
上
給
候
者
、
可
為
喜
悦
候
、
就
中
鷹
・
馬

望
候
て
、
仁
加
保
へ
助
大
夫
下
候
、
定
而
来
春

可
上
候
、
然
者
、
於
貴
国
路
次
之
儀
被
仰
付
候

者
、
別
可
令
祝
着
候
、
次
う
つ
ほ
五
つ
進
之
候
、

尚
源
次
郎
可
令
申
候
、
恐
々
謹
言
、

佐
藤

戦
国
期
の
越
前
斯
波
氏
に
つ
い
て
(
上
)

十
月
九
日
政
綿
(
花
押
)

(
為
長
)

長
尾
信
濃
守
殿
進
之
候

こ
の
書
状
は
大
永
四
年
二
五
二
四
)
十
月
九
日

斯
波
政
綿
が
越
後
守
護
代
長
尾
為
景
に
宛
て
て
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
長
尾
為
景
は
上
杉
氏
の
支
配
に
反

援
し
て
長
尾
氏
を
戦
国
大
名
へ
と
発
展
さ
せ
た
人
物

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
こ
れ
よ
り
さ
き

大
永
元
年
(
一
五
二
ご
十
二
月
越
中
国
新
河
郡
守

護
代
職
を
守
護
畠
山
卜
三
か
ら
宛
行
わ
れ
て
い
る
。

斯
波
政
綿
の
用
件
は
彼
の
使
者
が
長
尾
為
景
の
分
圏

内
を
安
全
に
通
行
す
る
こ
と
(
路
次
確
保
)
を
要
請

し
た
も
の
で
あ
る
。
越
後
国
は
南
北
に
長
く
、
越
中

新
河
郡
を
加
え
る
と
そ
の
路
程
は
き
わ
め
て
長
い
。

為
景
へ
の
路
次
確
保
の
依
頼
は
効
果
的
だ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
ま
た
政
綿
の
使
者
は
こ
の
書
状
に
書
か
れ
て

い
る
だ
け
で
も
己
前
の
使
者
、
時
枝
源
次
郎
、
助
大

夫
と
三
人
に
も
及
び
、
き
わ
め
て
頻
繁
に
越
後
や
そ

れ
以
北
の
地
に
使
を
遣
わ
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
そ
の
目
的
地
は
助
大
夫
の
場
合
出
羽
の
仁
加

保
で
あ
り
、
彼
や
時
枝
源
次
郎
の
使
命
は
鷹
や
馬
の

入
手
に
あ
っ
た
。

も
う
一
通
の
書
状
は
年
未
詳
で
あ
る
。

(
封
紙
ウ
ハ
書
)

「

新
三
部

長

尾

信

濃

守

殿

政

綿

進

之

候

」

其
後
者
不
申
通
候
、
御
床
敷
候
、
何
従
奥
州
、
為

「
々
合
d

物
詣
、
来
春
上
弟
、
之
仁
体
候
、
是
等
数
年
申
承

候
、
定
而
鷹
・
馬
数
多
可
有
之
候
、
於
国
中
上

下
無
其
煩
被
仰
付
候
者
、
可
為
本
望
候
、
随
市

太
万
一
腰
輯
輪
・
締
-
一
疋
進
之
候
、
委
曲
猶
大
熊

方
可
被
申
入
候
、
恐
々
謹
一
言
、

八
月
十
五
日
政
綿
(
花
押
)

長
尾
信
濃
守
殿
進
之
候

こ
の
文
書
も
用
件
は
長
尾
為
景
の
分
圏
内
の
路
次

確
保
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
州
か
ら
物
詣
の

た
め
に
来
春
上
洛
す
る
予
定
の
人
物
が
鷹
や
馬
を
多

数
も
た
ら
す
こ
と
を
予
想
し
て
そ
の
た
め
に
預
め
依

頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
斯
波
政
綿
は
そ
の
奥
州
の
人

物
と
「
数
年
申
承
」
関
係
に
あ
る
と
い
う
。

第
三
の
文
書
は
も
と
八
戸
藩
南
部
家
中
湊
家
に
伝

わ
っ
た
も
の
の
中
の
一
点
で
遠
藤
氏
の
紹
介
に
よ
れ

ば
宛
所
の
人
物
は
出
羽
檎
山
城
主
下
国
家
の
執
事
的

立
場
の
者
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
下
国
氏
は
安
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氏
や
竹
間
芳
明
氏
も
そ
う
判
断
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
こ
の
花
押
の
初
出
文
書
の
「
上
島
孝
治
家
文

書
」
四
号
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

(
斯
披
政
柿
)

(
花
押
)

(
由
円
)

池
田
上
庄
之
口
月
ケ
瀬
薬
師
堂
之
神
田
之
事

(
お
こ
な
い
回
カ
)

壱

段

円

l
l
u

半

九

日

田

弐

百

文

本

修

理

田

(状]

如
先
之
為
取
沙
汰
、
於
末
代
ニ
不
可
有
相
違
口

如
件
、
永
正
拾
六
年
八
月
二
日

月
ケ
瀬
村
人
中
口

倍
氏
で
室
町
期
の
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
L

安
羽
地
方
の
鷹
や
罵
の
入
手
に
努
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

倍
康
季
は
若
狭
羽
賀
寺
の
再
建
に
奉
加
し
た
こ
と
で
の
通
好
文
書
に
は
政
綿
の
華
々
し
い
一
面
が
あ
ら
わ

有
名
で
あ
り
、
戦
国
期
は
本
拠
を
移
し
て
主
と
し
て
れ
て
お
り
、
相
当
な
権
威
と
実
力
を
持
っ
た
人
物
で

出

羽

の

檎

山

や

湊

で

栄

え

た

。

あ

る

こ

と

が

う

か

が

え

る

。

遠

藤

氏

は

こ

の

斯

波

政

就
政
綿
被
仰
通
度
之
由
候
、
御
懇
書
之
旨
、
附
則
綿
を
寸
幕
府
三
職
斯
波
家
し
と
し
、
在
京
し
て
い
た

致
披
露
候
、
御
懇
之
段
、
祝
着
被
申
候
、
馬
・
と
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

鷹
年
来
望
之
儀
候
条
、
必
可
被
申
由
候
、
私
よ
こ
の
『
上
杉
家
文
書
』
の
斯
波
政
綿
の
花
押
は

り
心
得
可
申
入
候
由
候
、
猶
新
二
郎
可
申
入
候
、
『
新
潟
県
史
資
料
編

3
中
世
一
文
書
編

I
付
録
』
二

十
一
月
十
九
日
直
次
(
花
押

)

O

六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
花
押
は

下

回

紀

伊

守

殿

『

福

井

県

史

資

料

編

6
中
・
近
世
四
』
に
収
め
ら
れ
た

人
々
御
中

池
田
町
の
「
上
島
孝
治
家
文
書
」
四
・
五
・
八
号
の

こ
の
書
状
は
政
綿
の
意
を
奉
じ
て
そ
の
老
臣
(
執
永
正
十
六
年
(
一
五
一
九
)
か
ら
大
永
四
年
二
五

事
)
(
は
み
ら
れ
る
直
次
と
い
う
人
物
が
書
い
た
も
の
二
五
)
に
至
る
三
通
の
文
書
の
袖
花
押
、
及
び
同
じ
恒
安

で
あ
る
。
こ
の
書
状
で
注
意
さ
れ
る
の
は
下
国
氏
の
く
池
田
町
の
「
飯
田
広
助
家
文
章
閏
」
一
号
の
大
永
五
こ
の
文
書
は
池
田
上
庄
の
月
ケ
瀬
・
恒
安
村
人
中

側
か
ら
政
綿
に
「
御
懇
書
」
を
寄
せ
て
通
好
を
求
め
、
年
十
二
月
朔
日
の
裏
花
押
に
一
致
す
る
。
に
月
ケ
瀬
薬
師
堂
の
神
田
を
安
堵
し
た
も
の
で
惣
村

政
綿
も
そ
れ
に
応
じ
て
馬
・
鷹
の
こ
と
に
言
及
し
て
こ
れ
ら
の
越
前
の
在
地
に
伝
え
ら
れ
た
四
通
の
文
の
村
堂
を
保
護
し
た
も
の
と
意
義
付
け
ら
れ
て
い
る
。

い
る
こ
と
で
あ
る
。
政
綿
の
要
望
は
前
掲
の
二
通
の
書
の
花
押
に
つ
い
て
『
福
井
県
史
資
料
編
』
は
「
上
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
鞍
谷
氏
が
池
田
の
稲
荷
大
明
神

長
尾
為
景
宛
の
斯
波
政
綿
の
書
状
に
み
え
る
奥
羽
国
島
孝
治
家
文
書
L

の
解
題
で
同
文
書
の
永
禄
九
年
(
須
波
阿
須
疑
神
社
)
の
神
事
に
も
下
行
を
し
そ
い

人
に
対
す
る
も
の
と
同
様
で
あ
る
か
ら
こ
の
書
状
も
(
一
五
六
六
)
正
月
二
十
九
日
付
の
地
下
証
文
預
状
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
鞍
谷
氏
が
池
田
庄
内
に
知
行
地

ま
た
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
斯
波
政
綿
が
そ
れ
ら
の
花
押
の
文
書
を
在
地
領
主
の
池
田
殿
な
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
花
押
の
人

(
新
三
郎
)
に
か
か
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ど
と
区
別
し
て
「
御
上
様
之
御
判
し
と
し
て
い
る
こ
物
を
池
田
庄
の
地
の
上
級
権
力
で
あ
る
鞍
谷
氏
の
も

以
上
三
通
の
文
書
に
み
え
る
斯
波
政
綿
は
奥
羽
の
と
な
ど
か
ら
鞍
谷
氏
の
花
押
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
の
で
あ
る
と
し
た
松
原
、
竹
間
氏
ら
の
判
断
は
首
肯

国
人
や
越
後
守
護
代
と
か
な
り
手
広
く
交
際
し
、
奥
ま
た
池
田
庄
の
個
別
研
究
を
進
め
ら
れ
た
松
原
信
之
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さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
在
地
の
文
書
か
ら
斯
波
政
綿
(
新
三

郎
)
は
越
前
に
在
国
し
、
今
南
東
郡
に
一
定
の
公
権

を
有
し
た
鞍
谷
殿
と
判
断
さ
れ
る
。
越
後
や
奥
羽
地

方
と
手
広
く
交
際
し
た
人
物
が
在
地
で
は
池
田
の
村

堂
の
わ
ず
か
な
神
田
の
安
堵
を
し
て
い
る
と
い
う
事

実
が
わ
か
る
。
た
だ
彼
の
根
拠
地
は
山
聞
の
池
田
で

は
な
く
、
鞍
谷
と
い
う
府
中
の
東
方
六
、
七
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
位
置
す
る
要
地
だ
っ
た
。

iz--(l
)

「
大
滝
神
社
文
書
」
『
福
井
県
史
資
料
編
6
中・

近
世
四
』
四
O
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
「
大
滝
寺
寺
庫
収

納
回
数
帳
」
は
同
書
四

O
六
1
四
二
三
、
四
二
五

l
四
四
一
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(2)

松
原
氏
は
前
掲
論
文
で
こ
の
政
綿
は
与
河
郷
の
代

官
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

(3)

平
法
中
条
流
の
研
究
家
山
寄
正
美
氏
の
研
究
に
よ
一
一
、
越
前
斯
波
氏
の
系
譜

れ
ば
、
越
前
山
崎
氏
の
「
山
崎
右
京
亮
昌
巌
L

と
い
戦
国
期
の
越
前
斯
波
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
鞍

う
人
物
は
大
橋
勘
解
白
か
ら
中
条
流
を
伝
授
さ
れ
、

文
明
五
年
(
一
四
七
三
)
八
月
八
日
の
日
山
蓬
浦
合
谷
氏
の
研
究
史
の
中
で
『
奥
州
斯
波
系
図
』
の
斯
波

戦
で
朝
倉
方
と
し
て
討
ち
死
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
高
経
の
玄
孫
詮
教
の
子
郷
長
が
鞍
火
口
家
に
入
嗣
し
た

こ
の
山
崎
氏
は
近
江
本
佐
々
木
氏
で
南
北
朝
期
に
斯
と
い
う
記
載
と
『
鞍
谷
系
図
』
の
足
利
義
満
の
子
義

波
高
経
に
従
っ
て
越
前
に
入
り
、
新
庄
保
に
拠
り
、

そ
の
嫡
流
は
代
々
右
京
亮
を
称
し
た
と
い
う
。

1

越
嗣
の
子
嗣
俊
が
昧
真
野
に
下
向
し
て
鞍
谷
御
所
を
称

前
新
庄
と
平
法
中
条
流
」
『
平
法
中
条
流
資
料
集
し
、
嗣
時
、
嗣
知
と
続
い
た
と
い
う
記
載
が
知
ら
れ

〔
一
〕
』
一
九
九
六
年
。
こ
う
し
た
所
伝
に
つ
い
て
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
系
図
の
人
名
や

は
同
時
代
の
文
書
で
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
こ

に
い
わ
れ
る
山
崎
右
京
亮
昌
巌
と
斯
波
政
綿
の
老
臣

の
山
崎
右
京
亮
は
そ
の
官
途
や
年
代
か
ら
み
て
同
一

人
物
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し

そ
う
だ
と
す
れ
ば
斯
波
政
綿
と
朝
倉
氏
と
の
近
い
関

係
が
う
か
が
え
る
。

(4)

遠
藤
巌
「
ひ
の
も
と
将
軍
覚
書
」
『
小
川
信
先
生

古
稀
記
念
論
集
日
本
中
世
政
治
社
会
の
研
究
』
続
群

書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
一
年
、
「
音
喜
多
勝
氏
所

蔵
八
戸
湊
文
書
覚
書
」
『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
第

一
O
七
号
、
一
九
九
九
年
。

(5)

「
上
杉
家
文
書
」
『
新
潟
県
史
資
料
編
3
中
世
一
』

五
O
号
。
ま
た
次
に
引
用
し
た
文
書
は
同
書
五
一
号
。

(6)

こ
の
「
音
喜
多
文
書
」
は
『
能
代
市
史
資
料
編
古

代
中
世
一
』
四
二
五
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
よ
る
。

(7)

松
原
信
之
「
越
前
国
池
田
庄
と
池
田
氏
」
『
福
井

県
地
域
史
研
究
』
第
十
号
、
一
九
八
九
年
。
竹
間
芳

明
寸
戦
国
期
越
前
に
お
け
る
領
主
層
と
村
落
」
『
戦

国
史
研
究
』
第
二
十
九
号
、
一
九
九
五
年
。

佐
藤

戦
国
期
の
越
前
斯
波
氏
に
つ
い
て
(
上
)

記
事
は
良
質
の
史
料
で
は
ひ
と
つ
も
確
認
で
き
ず
、

た
だ
江
戸
時
代
の
越
前
で
『
鞍
谷
系
図
』
の
説
が
か

な
り
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
け
で
あ
る
。

研
究
方
法
と
し
て
戦
国
時
代
の
同
時
代
史
料
に
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い

な
い
越
前
斯
波
氏
の
同
時
代
史
料
が
若
干
存
在
す
る
。

ま
ず
文
明
十
三
年
(
一
四
八
二
七
月
二
十
二
日

斯
波
義
敏
に
よ
っ
て
一
記
さ
れ
た
『
斯
波
家
譜
』
が
あ

る
。
本
書
は
当
時
の
斯
波
氏
の
当
主
義
良
の
父
義
敏

が
将
軍
足
利
義
尚
の
求
め
に
応
じ
て
斯
波
氏
の
由
緒

を
自
ら
書
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
記
。
そ
の
一
節

に
次
の
記
載
が
あ
る
。

又
斯
波
か
先
祖
ハ
高
経
の
弟
に
左
京
権
大
夫
家

兼
と
申
候
を
、
関
東
に
て
斯
波
郡
を
知
行
候
程

に
、
彼
郡
に
家
兼
を
置
候
し
に
よ
り
在
名
を
斯

波
と
申
付
て
、
其
子
孫
今
日
関
東
に
候
、
近
年

越
前
へ
も
其
流
越
候
て
斯
波
と
名
乗
候
、
高
経

は
等
持
院
殿
様
御
座
候
郡
に
候
し
程
に
、
主
ハ
旨

を
以
て
申
来
候
、

こ
の
記
事
は
本
書
の
最
初
の
斯
波
高
経
の
項
に
あ

り
、
高
経
が
足
利
を
称
し
弟
の
家
兼
が
斯
波
を
称
し

た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
家

兼
は
斯
波
郡
ま
で
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
一
方
高
経
の
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嫡
子
家
長
が
斯
波
郡
に
在
郡
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で

や
や
不
正
確
な
面
も
あ
り
、
ま
た
文
中
の
「
関
東
」

と
い
う
言
葉
も
広
義
の
用
法
で
恐
ら
く
は
明
徳
二
年

二
三
九
二
陸
奥
・
出
羽
両
国
を
鎌
倉
府
の
管
轄
と

し
た
こ
と
に
よ
る
認
識
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
末
尾
の
「
近
年
越
前
へ
も
其
流
越
候
て

斯
波
と
名
乗
候
」
と
断
言
し
て
い
る
部
分
は
著
者
が

自
ら
経
験
し
て
知
っ
て
い
る
同
時
代
の
事
実
に
よ
っ

て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
文
面
に
よ
る
と
家

兼
流
の
子
孫
が
奥
州
か
ら
越
前
に
移
っ
て
き
て
斯
波

氏
を
称
し
た
|
|
こ
れ
が
斯
波
義
敏
の
い
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。
当
時
の
斯
波
氏
の
長
老
が
自
ら
こ
う
い
っ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
以
上
確
か
な
こ
と
は
な

次
に
越
前
に
斯
波
氏
の
ど
の
よ
う
な
一
族
が
在
国

し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
『
奥
州
余
日
記
録
』

(
続
々
群
書
類
従
『
余
目
氏
旧
記
』
)
に
記
事
が
あ

る
。
本
書
は
永
正
十
一
年
(
一
五
一
四
)
に
本
文
部

分
が
成
立
し
、
ま
た
左
に
引
用
す
る
巻
末
の
大
崎
氏

と
諸
氏
の
書
札
礼
を
記
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
そ
れ

よ
り
早
く
大
崎
教
兼
の
時
の
文
明
三
年
(
一
四
七

ご
か
ら
同
五
年
の
聞
の
時
期
の
も
の
と
み
ら
れ
て

いづ@。

越
前
ニ
ハ
武
衛
様
御
一
家
、
斯
波
殿
・
仙
北

殿
・
五
条
殿
・
末
野
殿
へ
ハ
謹
上
書
候

奥
州
探
題
大
崎
教
兼
が
越
前
斯
波
氏
に
宛
て
た
書

状
に
は
「
謹
上
書
」
と
い
う
厚
礼
の
書
札
礼
を
と
る

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
に
は
「
武
衛
様
」
(
斯

波
義
敏
)
に
宛
て
た
書
状
に
は
「
謹
上
烏
丸
殿
御

宿
所
」
と
い
う
宛
名
を
書
く
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
斯
波
義
敏
自
身
『
斯
波
家
譜
』
の

(
一
一
而
)

中
で
「
当
時
も
出
羽
・
奥
州
て
両
大
将
、
其
外
鎌
倉

の
諸
大
名
の
中
よ
り
の
書
制
の
当
所
に
も
烏
丸
と
書

候
か
た
も
候
、
是
は
義
重
管
領
に
て
候
し
時
の
例
を

お
ひ
候
也
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
合
致
す
る
。
こ
の

よ
う
に
『
奥
州
余
日
記
録
』
の
巻
末
部
分
の
大
崎
氏

の
書
札
礼
の
記
載
は
史
料
的
な
信
頼
性
が
き
わ
め
て

古
向
い
。こ
の
記
事
で
越
前
に
は
「
斯
波
殿
・
仙
北
殿
・
五

条
殿
・
末
野
殿
」
と
い
う
四
家
の
越
前
斯
波
氏
の
一

族
が
在
国
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
単
に
「
斯
波

殿
」
と
呼
ば
れ
る
家
は
越
前
斯
波
氏
の
本
流
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
斯
波
義
敏
が
『
斯
波
家
譜
』
で
「
近

年
越
前
へ
も
其
流
越
候
て
斯
波
と
名
乗
候
」
と
い
っ

て
い
る
家
柄
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
寸
仙

北
殿
」
は
越
前
の
南
仲
条
郡
の
千
福
に
拠
っ
た
千
福

氏
の
こ
と
を
指
す
と
み
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。
「
五
条
殿
」
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、

奥
州
斯
波
氏
の
関
係
史
料
に
五
条
殿
が
み
え
る
の

d

斯
波
郡
の
高
水
寺
城
に
拠
っ
た
奥
州
斯
波
氏
と
何
ら

か
の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
末
野

殿
」
は
『
武
衛
系
図
』
に
家
長
の
弟
氏
経
か
ら
出
た

も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
斯
波
義
敏
の
四
男
又
三

郎
義
延
は
末
野
氏
の
あ
と
を
つ
い
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
『
奥
州
余
日
記
録
』
の
異
本
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
そ
れ
よ
り
三
年
早
く
永
正
八
年
(
一
五
一

ご
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
『
大
崎
家
鹿
島
社
古

記
録
』
に
は
「
奥
州
の
し
ハ
殿
者
、
越
前
之
斯
波
ヲ

御
持
候
而
し
ハ
殿
と
ハ
申
候
、
当
こ
く
之
斯
波
之
郷

江
下
候
而
者
四
代
御
座
候
」
と
い
う
一
項
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
奥
州
斯
波
氏
が
越
前
斯
波
氏
の
家
を

保
持
し
て
い
る
と
さ
れ
、
ま
た
越
前
か
ら
奥
州
へ
下

向
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
で
四
代
目
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

最
後
に
『
今
川
家
譜
L

(

続
群
書
類
従
)
は
か
な

り
新
し
い
時
期
の
成
立
で
あ
る
が
、
連
歌
師
宗
長
が

そ
の
編
集
に
関
係
し
た
こ
と
が
奥
書
に
み
え
、
同
時

代
史
料
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
越
前
に
在
国
す
る
斯
波
氏
の
一
族
と
し
て
鞍
谷
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氏

と

大

野

氏

が

あ

げ

ら

れ

て

い

る

。

も

高

い

格

式

を

持

ち

、

ま

た

二

人

目

の

政

綿

は

在

地

一
男
家
氏
ノ
子
孫
、
奥
州
斯
波
、
同
国
ノ
大
崎
、
で
は
そ
の
居
所
か
ら
寸
鞍
谷
殿
L

と
呼
ば
れ
た
こ
と

出
羽
ノ
最
上
、
越
前
鞍
谷
、
同
国
ノ
大
野
、
尾
が
う
か
が
え
る
。
彼
ら
の
系
図
は
良
質
の
も
の
が
残

(
衛
)

張
ノ
武
等
也
、
但
シ
尾
張
ノ
武
衛
ハ
此
家
ノ
嫡
っ
て
い
な
い
が
、
同
時
代
史
料
か
ら
み
て
系
譜
的
に

流

ナ

リ

、

是

ヲ

尾

張

流

ト

申

、

は

陸

奥

に

在

国

し

た

斯

波

氏

と

の

関

係

が

認

め

ら

れ

こ
こ
に
み
え
る
尾
張
の
武
衛
と
は
当
時
尾
張
に
在
る
。
足
利
義
満
の
子
孫
な
ど
と
い
っ
た
話
は
全
く
み

因
し
た
守
護
斯
波
氏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
(
古
い
時
期
え
な
い
の
で
あ
る
。

に
斯
波
氏
が
尾
張
を
称
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

れ
は
別
の
こ
と
で
あ
る
)
。
す
な
わ
ち
こ
の
記
事
は

戦
国
期
の
斯
波
氏
全
体
の
構
成
に
関
す
る
認
識
を
示

し
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
同
時
代
史
料
に
よ
れ
ば
、
戦
国
期
の
越

前
に
は
「
越
前
斯
波
氏
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
斯

波
氏
の
一
族
が
在
国
し
て
お
り
、
斯
波
義
敏
本
人
や

奥
州
、
そ
し
て
駿
河
の
人
々
か
ら
明
確
に
認
識
さ
れ
、

記
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
族
諸
氏
の
相
互
関
係
に

つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
越
前
斯
波

氏
の
中
に
は
『
奥
州
余
目
記
録
』
に
た
ん
に
「
斯
波

殿
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
、
『
斯
波
家
譜
』
に
「
斯
波

と
名
乗
候
」
と
い
わ
れ
る
か
な
り
格
の
高
い
家
柄
の

も
の
が
い
た
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
前
節
で
検
討
し

た
二
人
の
「
斯
波
政
綿
」
の
家
柄
を
指
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
越
前
斯
波
氏
の
中
で
最

55 

(
続
く
)

、王(
1
)

本
書
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
小
川
信
氏
の

前
掲
書
三
七
0
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(2)

伊
藤
信
寸
留
守
家
旧
記
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」

『
歴
史
』
第
五
十
九
蒋
、
一
九
八
二
年
。

(
3
)

寸
稗
貫
状
」
。
本
書
に
つ
い
て
は
遠
藤
巌
「
い
わ

ゆ
る
稗
貫
状
に
つ
い
て
」
第
二
回
大
崎
氏
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
大
崎
氏
研
究
1

も
う
一
つ
の
見
方
|
」
報
告

集
所
収
、
一
九
九
七
年
参
照
。

(4)

伊
藤
信
寸
大
崎
家
鹿
島
社
古
記
録
に
つ
い
て
」

『
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十

三
号
、
一
九
九
一
年
。

付
記
本
稿
(
上
・
下
に
分
割
掲
載
)
の
概
要
を
、

平
成
十
二
年
六
月
十
一
日
福
井
県
立
図
書
館
で

行
な
わ
れ
た
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
総
会
記
念

講
演
会
で
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
表

の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
主
催
者
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
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